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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
太字を読み上げて頂ければと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2018年から超スマート社会推進コンソーシアムという組織ができています。 
ここでは人材育成から研究開発までを統合した超スマート社会創出のための産官学連携による次世代型社会連携教育研究プラットフォームを構築しています。 
特に、コンソーシアムを介して異分野融合研究チームが構築できれば、皆さんは RA採用による経済的支援を受けながら先端研究を進めることができます。 
その研究チームを構築するチャンスがマッチングワークショップです。 ここでは、コンソーシアム参加機関を対象に研究発表を実施し、産業界のニーズとのマッチングを図ります。
次回のワークショップは12月5日に予定されています。 マッチングの成立はもちろんのこと、現在進めている研究の社会へのインパクトを確認する意味でも是非参加を検討ください。 
ここにいる皆さんは漏れなく参加の権利があります。 
また、本コンソーシアムではインターンシップの募集と仲介、見学会等のイベントを随時実施しています。詳細は本コンソーシアムの公式HPをご覧ください。
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